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ネギ属植物の核型分析亙

柏木洋吉。田草川春重

Y破ユch五KASHIWAGI　and臨rushige　TAKUSAG－AWA

　　　Karyotype　Ana1ysヱs虹Au1u㎜皿

　　　　　　　　　緒　　　言

　第1報で本属植物のうち，伯州ネギ，ノビル，ヲツキ

ヨウ，ニンニクの核型分析の結果を報告したが，今回は

松江附近で古くから栽培されている在来のネギ及び仁多

郡横田町附近で普通に見られるノビルについて核型を分

析したので報告する。

　　　　　　　　　樹料き方誰

　観察の方法は前回と同様の方法を用いテこ。材料は次の

通り。

　1。ネギA工1in㎜担s地1osl1nユL　　　21ユ＝16

　旧藩時代より松江附近で栽培されているもので附属農

高の蕨菜園より分譲してもらつたもの。

　2。ノビノレA．ni王）Po皿｛cu皿ピF孕nch．etSaYa㌔2n言32

　　　　　　　　　鈷　　　　　霞
　　　　　　　　　小q　　　　　　添

　1。ネギAnl㎜1fistuIosu肌五

　体細胞染色体筆は16である。これらをその大きさ及び

形から分類するとア種類に分けらられる。最大のものは

約11．88μ，最小のものは7．92μである。着糸点からいう

と皿edi狐及びsub㎜ed三汕に着糸点をもつY型染色体が7

　　　　　　　　　　　　　　　　　対あり，subter皿i－
　F熔1．A．f二st1iosu皿L
　　　　　　　　　　　　　　　　na1に着糸点をも

　　2　3争　5　各グ　8　　　染色体の短腕上に

　　　　　　　　轡亀　　　　　　見られる。二次狭
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　2．ノビノレA．nipponicunニュFranch．etSaY泓㌔

　体細胞染邑体は32で大きさ，形から13種類に区別する

ことが出来る、最大のものは長さ約16．50μであり，最小

の1対は6．60μである。n叉edian或はsub皿edi汕に着糸点

をもつY型染邑体が／4対あり，残りの2対はJ型染色体で

ある。そのうちJ型染色体の1対と，V型染色体の2対に

むay狐teが認められ，J型の他の1対に二次狭窄が認めら

れる。よつて核型は次の式であらわされる。
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　　　　　　　　　考　　　察

松江在来ネギは2n＝16（基本数8）で正常2倍体であ

るs・t－ch・o皿oso皿eがJ型染色体である点に於て伯州一本

ネギ（前報）と異る。附随体の大きさは大きく，前報の

それと変らないが核型はあまり変化はなく簡単である。

ノビルは前報で述べた如く，KATAYA皿A（1928，，36）

KUBITA（1947）等により既に2倍体のもの及び4借体

のもの更に5倍体のものが報告されている。

　KURITA（1947）によれば，4倍体（E亘I皿E），5借

体（NAGANO）は何れもJ型染色体がhet帥zアgousであ

る。従つて卿to－p1oidではないように思われる，と報告

されている。筆者の観察したものは今回も前報と同様に

2n＝32の4倍体であつたが，s娩脳e3対のうち1対が他

の2対のものより大きく，その大きさは小さいものの約3

倍位である。

　　　　　　　　　繭　　　要

（1）ネギ属檀物2種類、ネギ争ノビルの核型分析を行つ

　た。

（2）ノビルの染色体の附随卿ま3対あり，その大きさが

異る。

（3）ノビルの染色体中に二次狭窄のあるものが1対認め

　られた。

（4）ネギの核の形態は・14y＋2Jである。

（5）ノピルの核の形態は28y＋4Jである。
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　　　　　　　　　　　　　　S凹㎜㎜ary

l　The　K汕y〇七ypes　of2spec1es1n　genus　Au1u皿工are　repo地ed

2．The二Karyotypeforn1u1ae＆reasfo11ows：

　　　　A111un1　f，stu1osunユ　I」。

　　　　　　　鰯　　　§触　　§醐　　触　　s蝕童　説　　固1
1K（2n）＝16＝・2A一十2A2＋4B＋2C1＋202＋2D＋2E

　　　A11ヱu皿n・pPon1㎝㎜F・・nchetS研批
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